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61st IFALPA Annual Conference Istanbul 2006 
Committee C 報告 

 
4月 28日~ 5月 2日イスタンブールで行なわれた IFALPA 総会 Committee Cの概要を報告

します。Committee C は、Accident Analysis(AA)、Aerodrome & Ground Environment(AGE)、
Aircraft Design & Operation(ADO)、Dangerous Goods(DG)、Helicopters(HEL)、International Flight 
Engineers(IFE) 6つの Committee からなり、総会に提案される Policy に関する議題につい
て、最終的な採決にかけるかどうかを各国の代表によって討議します。 

 
今回の総会では、各委員長が年間活動報告をしたのち、各委員会で提案された議案につ

いて討議が行われ、最終的にすべての議案が総会で採択されました。今後 ALPA Japanで
も、この決議に基づき航空の安全のため活動することが求められます。 

 
AGE委員会においては、A380が 2006年冬からシンガポール航空によって運航されるた

め、新大型機のための飛行場環境整備（滑走路終端安全区域、誘導路の整備など）を積極

的に働きかける必要があります。また、滑走路、誘導路の誤侵入は日本国内においても多

発しており、パイロットフレンドリーなレイアウト、わかりやすい表示などミスが起こり

にくい環境整備が必要です。 
 
幹事会で決議した UAV（Unmanned Aerial Vehicles、無人機）に関しても、注視する必

要があります。最近まで UAV は軍事目的の物がほとんどでした。したがって ICAO 付
属書や JAR といった公的文書にはその使用について言及した規則は無く、唯一”See and 
Avoid" が適用されるのみです。また、最終的な責任者についても取り決めがありません。
技術的な進歩により、UAV の使用することが出来る領域が著しく増加しています。UAV
はミリタリーエリアへ行くのに民間エリアを横切っていかねばなりません。適切な運用規

則無しでこれらの機材を通常航空機と同じ空域で共存させるのは航空の安全上大きな脅

威となります。 
 
防衛庁長官は 1月、UAVを 2007年度から配備する方針を明らかにしており、プレデタ

ー(RQ-1 Predator)かグローバルホーク(RQ-4 Global Hawk)になる予定です。プレデターは、
25000ft-45000ft で巡航 滞空時間は約 30 時間の性能を持ち、最近では 2006 年 1 月 13 日
パキスタンでアルカイダの残党を空爆しています。グローバルホークは、65000ftで巡航
可能で滞空時間は 35時間以上の性能を持ち、2月に米空軍が南西諸島上空など日本の防
空識別圏内で約１時間にわたって「試験飛行」をすでに行なっています。今後とも情報

収集し、しかるべきポリシー作りをしていきます。 


